
これは、防衛医科大学校麻酔科（風間富栄教授）の
佐藤泰司講師、東京都健康長寿医療センターの遠藤
昌吾研究部長などの共同研究による成果だ。

ERK2というタンパク質をめぐっては、神経細胞同
士の信号のやりとり（シグナル伝達）の効率を制御
していることが分かっていたが、ERK2がどのよう
な病気と関係するのかは不明だった。

佐藤講師によると、今回、研究チームは遺伝子操作
技術を用いて、スイッチが入るとERK2がなくなる
マウスを作り、このマウスの脳だけでスイッチを入
れ、通常のマウスとの行動の違いを調べた。する
と、「ERK2が脳でなくなったマウスは他のマウス
に対して無関心になったり、仲間関係を作るのが苦
手になるなどの社会性行動の異常という、自閉症特
有の行動が見られる」（佐藤講師）ことを突き止め
た。

自閉症は日本では1000人中2~3人程度の割合で発
症するとされる。自閉症の完治は現状では困難であ
り、家族にとっても経済的・心理的な負担がかか
り、大きな社会問題と化している。

同研究では、このマウスは育児放棄をするという特
徴も示しており、自閉症や育児放棄のメカニズムの
解明や治療法の開発につながることが期待されてい
る。

普通のマウス（左）は生まれた子を集めて世
話をしようとする。ERK2が脳でないマウス
（右）は育児を放棄する

普通のマウス（左）を4匹ケージに入れ、巣
作り用の綿を入れると巣を作って固まる傾向
がある。ERK2が脳でないマウス（右）は巣
を作るのが苦手になり、お互いバラバラに行
動する傾向がある

防衛医科大学校（早川正道学校長）、東京都健康長寿医療センター（松下正明理事長）などの研究
チームは細胞外シグナル伝達キナーゼ（ERK）2と呼ばれる遺伝子が欠損したマウスを作り出し、こ
のマウスが他のマウスに無関心になったり、仲間関係を作るのが苦手になるなど自閉症に特徴的な行
動が見られることを解明した。ERK2遺伝子と自閉症の関連を示すことを世界に先駆けた発表であ
り、同研究は8月17日（日本時間18日）に米神経科学専門誌「Journal of Neuroscience」に発表さ
れた。


